
緊張と情熱と節目の新人発表会

日時 :平成 21

場所 :発表会

年 4月 5日 (日 )

都市センターホテル

日本インプラント鵬i床研究会は1974年に立ち上がり、

今年で35周 年という記念すべき節日を迎えました。

余談ではあ りますが、自分は、1974年 に生まれ、

今年で35歳 となります。

そのような歴史ある会の ^般 会ltに なるために

は、まず新人発表を行ってもらう…昨年長いようで

,1かった100H寺 |11高t習 が修 rし た再びも束の ||り 、新

たなるミッションが与えられました。

いままで、大学院時代に学会発表をした以外は、

特にスタデイグループに所属 したこともない自分にとっ

て、多くの先生方にソi:例 を見ていただく経1険 は無に

等しく、不安と緊張の 1漁 i持ちで当日を迎えました。

さらに、余談ではあ りますが、 |ILI‖ lも 某国から人

工衛星が飛び立つとの情報に、不安と緊張がたった

日でもあ りました()

会場には、予想以 Lに 、多くの先生方がお見えに

熱田 亙 紆葉県)

なっていました.

新人発表と名は打たれていますが、マルチメディ

ア機器が用意され、Hi長が進行して質疑応答がされ

る様は、学会発表のような雰 |'1気 に包まれてお り、
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目 スまでバラエテイに富んだ内

容の濃い新人発表会だった

と思います。

新入発表終了後、懇親会

が開かれました。

朝からの緊張感が解 き放

たれ、お酒も入り、非常に盛

り上がった楽しい会でした。

発表 しているときは、13

分間が異様に長 く感 じられ

ましたが、懇親会はあっと

いう間に3時間ほど過ぎてい

ました。

その時間でも足 りないく

らいでしたが、いろいろな

先生方からお話を伺 うこと

ができました。

中でも、井汲会長から、学会の専門医 (認証医)に

必要な症例だけではなく、普段から資料を集めて症

例発表をすることで治療技術の向上にもつなが り、

また患者さんからの信頼を得ることができるという

お話を聞きました。

会長をはじめ、当会の先生方は、情熱をもって治

療に臨まれていることを感じました。

自分は、技術的に足りないことが多いですが、そ

の姿勢をお手本に、日々精進したいと思いました。

日本臨床インプラント研究会は、知識獲得、技術

向上に加え、症例発表にも意識的に取り組み、発表

81

会に参加される先生の割合も非常に高いとのことで

す。また、懇親会への参加の割合も非常に高い会で

ありました。

このような素晴らしい会に入会させていただいた

ことを誇りに思い、今日一日学んだことを明日への

診療に活かしていきたいと強く感じました。

今後ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し

上げます。

最後に、新人発表会を運営された諸先生方に深く

御礼申し上げますと共に、このような報告の機会を

与えていただいたことに感謝いたします。


